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キャリアという言葉は、日本で

も当たり前のように使われている

が、「キャリアとは生涯発達して

いくものである」「キャリアとは

一人ひとりの成長段階に応じて考

える必要がある」といったコンセ

プトを1978年に最初に提示した

のは本書である。私は今、日本の

人事は、人は生涯を通して、発達・

成長していくのだという「生涯発

達論」の視点から、キャリア開発

を捉え直す時期に来ていると感じ

ている。そのためのヒントが、本

書から多く読みとれる。

中年期以降に 
本当の自律がはじまる

現在の日本では、人の成長はど

こかのタイミング、特に中年期辺

りをピークとして止まるという意

識をもつ傾向があるようだ。その

ため、中年期を迎えると成長に対

するサポートが失われ、成果を出

すことが人材への期待の中核を占

めるように感じる。しかし本書で

は、中年期以降も人としての成長

は続くとする。私は、実はその頃

から企業主体ではなく、自らが主

体となって自分の人生やキャリア

を設計する、本当の意味での自律

的な成長がはじまると思う。

そして今、働く人が考えるべき

成長には２つのタイプがあると私

は考える。１つはキャリアを通じ

て磨きをかけ、深めてきたその人

の専門技術を「プロフェッショナ

ル」として人材価値を高めていく

こと、もう１つは「ワークライフ

バランス」で、１人の人間として

どう生きるのかについて考える視

点からの成長。いうなれば、人間

としての成長である。

キャリアの概念が、働く人に本

当に意味をもつためにも、人事は

中高年期からの成果のみを求める

ような人事管理を見直し、社員本
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人が、企業内の人材としても、１

人の人間としても、今後の成長は

見込めないと考えてしまわない改

革をすることが必要だ。

若手時代は自律への助走 
キャリア・アンカーを形成

ちなみに本書の第10章では、中

年期での自律的成長を促すために

も、若手社員の頃から「キャリア・

アンカー」を形成しておくことが

重要だと述べる。キャリア・アン

カーとは、自らのキャリアを選択

する際に軸となるコンピタンスや

動機、価値観のことである。

キャリア・アンカーの形成に上

司や人事のサポートは欠かせない。

若手社員が取り組むべき仕事が将

来のキャリアにどうつながるのか、

上司や人事が意味づけをする必要

があるからだ。たとえば、上司は

部下のキャリアの基軸を考えつつ

仕事と人をマッチングする。人事

であれば、今後のキャリアを相談

できる研修やキャリア・アドバイ

ザー制度を整備するなど、システ

ムとしてのサポートが大切だ。

働く人の働きがいや幸福感は、

人間として成長できるかに依存す

る部分が大きい。人材として、ど

んなに価値が上がっても、自らの

人生を十分に過ごせない人は、幸

福感を感じる程度が低いだろう。

人材マネジメントは、人間として

の成長まで配慮しなくてはならな

いことを、本書は教えてくれる。

働き手への愛に溢れた
経営書の「原点」

本書は、長きにわたり人間性を無視したマネジメント手

法の教科書と誤った認知をされてきましたが、実はそうで

はなかったことが、近年周知されています。働き手に幸せ

になってほしい、その上で組織も潤ってほしいという著者

テイラーの愛に溢れた物語であることが本書を読むとよく

わかります。「マネジメントの目的は雇用主に限りない繁

栄をもたらし、併せて働き手に最大限の豊かさを届けるこ

とであるべきだ」、テイラーは自身の哲学をこう語ります。

実際、当時米国で5万人以上の労働者がテイラーの科学

的管理法のもとで生産性を高め、同程度の技能水準の働き

手と比べて30～100％ほど高い日給を受け取り、勤務先

もかつてなく潤ったとの記述も本書のなかに見られます。

なぜ本書は誤解されたのでしょうか。その理由は、科学

的管理法が極めて優れた手法であったことにあります。効

果の大きさだけが注目を集めてしまい、その先にある重要

な哲学は置き去りにされたまま読まれてきました。最近、

日本において批判の的となっている成果主義も、同様の経

緯をたどっていることは記憶に新しいことでしょう。

経営書の「原点」ともいわれる本書は、テイラーの人間

重視の哲学が随所に記されています。たとえば事例箇所で

は、近代のミクロ組織論の中核概念ともいえるモチベーシ

ョンやリーダーシップの重要性にも言及されており、改め

てその素晴らしさに気づかされます。「人事」を考える上で、

礎とすべき一冊であることは間違いありません。
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